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従来､細菌 コロニーの形態学 は種 による相違のみがかな り定性 的に議論 されて来

た よ うであるが､我 々は多 くの梓菌のコロニーパター ンが フラクタル的 に成長す る

こ とを定量的に示 し､ ト 4)種 を固定 して も物理的環境条件 の違 いでその形態が大幅

に変化 し得 ることを見出 した｡ 2~4)

枯草菌 Bacillussubtilisのある株を シャー レ内の薄 い寒天坂上 の中央 に点状 に

接種 し培養す るとコロニーが寒天表面上 に成長す る｡環境条件 として ここでは寒天

に溶 か し込んだ細菌の栄養分 (ペプ トン)濃度 Cと寒天板 中の寒天 その ものの濃度

S(寒天板の固 さに関係す る)を変化 させる.o 且エ′最 では概ね コンパ ク トな構造が
得 られ る (従来､主 として この領域 でコロニーパター ンが調べ られていた)｡ 且工

鳳 し &､L晶 では コロニーパター ンは開いた枝別れ構造か らな り､ 自己相似 フ ラクタ
ル性 を示す｡ £し〟乱基点鹿 では密 な枝別れ構造を示 し､ いわゆる dense-branchiJlg
morphology(DBM)が見 られ る｡ 2)
特 に､且⊥M で見 られ 去フラクタル構造はフラクタル次元 D;1.73土0.02

を持 ち､遮蔽効果､ コロニー間の反擬等､ い くつかの歴然 と した証拠か ら ｢拡散 に

支 配 された凝集 -DLA｣モデルで説明で きる｡ さらに､ コロニーの成長が C:0で
は見 られないこと､局在 した栄養分 に向か うことか ら､ この場合の コロニー ･パタ

ー ンの成長は栄養分 の濃度場 での拡散律速成長 と言える｡ 3)また､ この DLA的 自

己相似バター ンは B.subtilisだけでな く Escherichiacoliや Salnonella

typhiTnuriunで も観測 された｡ 1)従 って､ DLA的パター ンは細菌 コロニーではか

な り普遍的であ ると思われ る｡

拡散律速成長領域 に限定 した上で も､ バター ン形成 には もう一つの自由度 一一局

所成長機構 一一が残 る｡ バ クテ リアの個性 (増殖の仕方) は多分 ここに効 くのであ

ろ う. 例えば､全ての環境 (物理)条件を固定 してバ クテ リアの yildtypeに対 し

て nutantを使 うとコロニーパター ンは変わ る｡今後 こうい ったデータを集積す る

ことによ って､新 しいバクテ リアコロニー形態学が展望で きると思 われ る｡
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